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９
月
定
例
会
は
、
９
月
７
日
か
ら
１０
月
１
日
ま
で
の
２５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
を
は
じ
め
、
温
泉
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
慎
重
審
議
の
結

果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情
２
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
接
種
事
業
費
、
防
霜
フ
ァ
ン
設
置
事
業
費
な
ど
で
、

６
８
７
４
万
４
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を

２
０
９
億
１
２
７
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
主
な
補
正

～ 

審
査
の
中
で 

～

問　

保
育
士
の
増
員
を
必
要

と
し
な
い
よ
う
な
保
育
所
間

で
の
調
整
は
で
き
な
か
っ
た

か
。

答　

他
の
保
育
所
は
既
に
定

数
の
１
２
０
％
の
入
所
者
が

あ
り
、
受
け
入
れ
で
き
な
い

た
め
、
定
数
に
余
裕
が
あ
る

２
保
育
所
の
入
所
と
な
っ

た
。

民

生

費

○
市
立
保
育
所
運
営
費

　
　
　
　

４
６
５
万
６
千
円

　

か
つ
め
保
育
所
・
古
殿
保

育
所
の
０
歳
児
・
３
歳
未
満

児
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、

保
育
士
を
増
員
す
る
も
の
で

あ
る
。

○
生
活
保
護
扶
助
費

　
　
　

１
１
２
０
万
５
千
円

　

平
成
21
年
度
事
業
実
績
に

伴
う
負
担
金
の
返
還
で
あ

る
。

総

務

費

○
文
化
会
館
管
理
費

　
　
　
　

２
５
３
万
３
千
円

　

知
覧
文
化
会
館
屋
上
の
防

水
改
修
及
び
川
辺
文
化
会
館

地
下
湧
水
処
理
用
排
水
ポ
ン
プ

交
換
な
ど
の
修
繕
費
で
あ
る
。

○�

テ
レ
ビ
難
視
聴
地
域
対
策

事
業
費

　
　
　
　

１
５
３
万
４
千
円

　

当
初
申
請
の
あ
っ
た
頴
娃

地
域
折
尾
の
木
塚
地
区
の
戸

数
変
更
な
ど
や
新
規
申
請
の

あ
っ
た
知
覧
地
域
下
郡
南
の

小
金
園
地
区
を
補
助
事
業
で

整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。

川辺文化会館

笑顔で朝の体操をする園児（星の子保育所）

知覧文化会館
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衛

生

費

○
予
防
接
種
関
係
費

　
　
　

１
８
６
８
万
１
千
円

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
係
る
委
託
料

な
ど
で
あ
る
。

農
林
水
産
業
費

○
知
覧
の
里
茶
宣
伝
販
売
促

進
事
業
費

　
　
　
　

５
１
０
万
５
千
円

　

お
茶
と
さ
つ
ま
い
も
の
館

「
知
覧
の
里
」
の
茶
販
売
促

進
を
展
開
す
る
た
め
の
委
託

料
で
あ
る
。

○
水
産
業
費
（
一
般
経
費
）

　
　
　
　

４
９
７
万
６
千
円

　

頴
娃
大
川
漁
港
の
浚し
ゅ
ん
せ
つ渫を

行
い
、
漁
港
の
機
能
回
復
を

図
る
た
め
の
漁
港
活
性
化
対

策
事
業
負
担
金
で
あ
る
。

○
防
霜
フ
ァ
ン
設
置
事
業
費

　
　
　

１
２
７
１
万
４
千
円

　

平
成
21
年
・
22
年
連
続
し

て
晩
霜
被
害
が
発
生
し
た
こ

と
か
ら
、
当
初
計
画
よ
り
多

く
の
申
請
が
あ
っ
た
た
め
増

額
す
る
も
の
で
あ
る
。

～ 

審
査
の
中
で 

～

問　

防
霜
フ
ァ
ン
補
助
対
象

者
の
決
定
方
法
は
。

答　

農
家
一
戸
の
補
助
対
象

面
積
の
上
限
を
50
ア
ー
ル
と

し
、
全
申
請
者
を
補
助
対
象

と
し
た
。商

　
工
　
費

○
観
光
振
興
費（
一
般
経
費
）

　
　
　
　

１
３
２
万
３
千
円

　

教
育
旅
行
誘
致
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
旅
行
会
社
へ
の
観

光
Ｐ
Ｒ
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
３
０
０
０
枚
を
作
成

す
る
委
託
料
で
あ
る
。

～ 

審
査
の
中
で 

～

問　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
通
常
版
と
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
版
が
あ
る
が
、

通
常
版
の
在
庫
枚
数
と
配
布

先
は
。

答　

残
り
約
８
０
０
枚
で
、

県
観
光
連
盟
な
ど
加
入
団
体

で
実
施
す
る
教
育
旅
行
誘
致

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
及
び
知
覧
特

攻
平
和
会
館
を
訪
れ
た
学
校

な
ど
に
配
布
し
て
い
る
。

土

木

費

○
岩
屋
公
園
等
管
理
費

　
　
　
　
　
　

27
万
３
千
円

　

桜
の
屋
形
周
辺
の
池
の
水

量
不
足
に
よ
り
、
水
中
ポ
ン

プ
２
基
の
設
置
に
係
る
電
気

設
備
の
工
事
請
負
費
で
あ

る
。

○
市
道
維
持
費

　
　
　
　
　
　

４
８
０
万
円

　

市
道
の
緊
急
整
備
に
伴
う

工
事
請
負
費
な
ど
で
あ
る
。

○
住
宅
整
備
事
業
費

　
　
　
　

２
９
９
万
３
千
円

　

老
朽
化
し
た
市
営
住
宅
３

棟
が
空
家
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
解
体
す
る
工
事
請
負
費
で

あ
る
。～ 

審
査
の
中
で 

～

問　

解
体
後
の
住
宅
跡
地
の

計
画
は
。

答　

田
代
上
住
宅
は
財
産
管

理
係
へ
所
管
替
え
し
、
両
添

団
地
と
牧
之
内
団
地
は
更
地

と
し
、
将
来
の
立
て
替
え
用

地
と
し
た
い
。

防霜ファン設置

解体される両添住宅
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教

育

費

○
地
区
公
民
館
管
理
運
営
費

　
　
　
　

４
８
３
万
４
千
円

　

知
覧
地
域
の
校
区
公
民
館

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
バ

イ
ダ
ー
加
入
や
パ
ソ
コ
ン
な

ど
の
備
品
購
入
及
び
知
覧
校

区
公
民
館
の
屋
根
防
水
改
修

工
事
な
ど
の
経
費
で
あ
る
。

○�

給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営

費
（
一
般
経
費
）

　
　
　

▲
５
５
４
万
２
千
円

　

頴
娃
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
配
送
車
が
老
朽
化
し
て
い

る
た
め
、
配
送
車
を
購
入
す

る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
リ
ー

ス
契
約
に
変
更
す
る
た
め
減

額
す
る
も
の
で
あ
る
。

～ 

審
査
の
中
で 

～

問　

今
後
は
、
配
送
車
の
新

規
購
入
は
行
わ
な
い
の
か
。

答　

５
年
間
の
リ
ー
ス
契
約

後
も
更
新
が
可
能
な
こ
と
や

車
検
及
び
軽
微
な
修
繕
な
ど

維
持
費
用
を
必
要
と
し
な
い

こ
と
か
ら
経
費
節
減
に
つ
な

が
る
の
で
、
今
後
も
リ
ー
ス

契
約
と
し
た
い
。

特
別
会
計

○
国
民
健
康
保
険
事
業

　
　
　

５
３
５
１
万
８
千
円

○
老
人
保
健
事
業

　
　
　
　

４
４
０
万
９
千
円

○
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　

１
９
６
万
７
千
円

○
介
護
保
険
事
業

　
　
　

９
７
７
５
万
８
千
円

○
農
業
集
落
排
水
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

52
万
円

そ
の
他
の
議
決

農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
支
援
交
付
金

（
農
業
用
道
路
・
用
排
水
施

設
）

・
実
施
場
所

　

川
辺
町
神
殿
地
内

　
　
　
　
　
　
（
下
里
地
区
）

・
実
施
予
定
期
間

　

平
成
23
年
度
～
26
年
度

・
事
業
内
容

　

�

水
田
12
・
５
ｈ
ａ
内
の
農

道
１
６
８
０
ｍ
、
用
排
水

施
設
２
２
５
０
ｍ
の
整
備

を
実
施
す
る
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
厨
房
機

器
等
の
購
入
に
係
る
物
品
売

買
契
約
の
締
結

・
契
約
金

　

３
億
１
９
５
１
万
５
千
円

・
契
約
先

　

�

鹿
児
島
市
伊
敷
町
４
７
４ 

５
番
地
４

　

鹿
児
島
ア
イ
ホ
ー
調
理
機

　

株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

長
峯
昭
一

　

地
方
分
権
の
進
展
や
行
財

政
改
革
の
推
進
、
市
議
会
を

取
り
巻
く
情
勢
の
変
化
な
ど

に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
適

正
な
議
員
定
数
や
報
酬
に
つ

い
て
調
査
・
研
究
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
10
月
１
日
、「
南

九
州
市
議
会
議
員
定
数
等
調

査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し

ま
し
た
。（
議
長
を
除
く
全

議
員
で
構
成
）

議
員
定
数
等
調
査

特
別
委
員
会
設
置

議員定数（単位：人） 平成21年12月31日現在
市　名 人　口 法定上限数 議員定数
奄 美 ４７，７９５ ２６ ２６
指 宿 ４４，６８３ ２６ ２２
南さつま ４０，２４５ ２６ ２２
曽 於 ４１，６７６ ２６ ２２
志 布 志 ３４，５２５ ２６ ２４
南 九 州 ４０，９２６ ２６ ２４

人口規模類似市との比較

活用されているパソコン（郡地区公民館）

給食センターの厨房機器（写真はパンフレットから）

更新される配送車
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陳　　情

意
見
書
の
提
出

条
例
の
制
定

えい中央温泉センター
　フリーパス券（大人半年券）の入浴
のみの料金が、新たに22,000円で設定
されました。
　また、大人用の一般浴室・トレーニ
ングルーム及びプールが利用できる
セット料金については、従来どおり
25,000円です。

（平成23年４月１日から施行）

使用料（年額）を減額
川辺ふれあい農園

　104区画のうち現在87区画が利用されているが、
近隣類似施設との均衡を図るため、下記のとおり
減額されます。
１区画当たり
・団体用（50㎡）　　　　　10,000円→6,000円
・個人用（25㎡）　　　　　　5,000円→3,000円
・車イス使用者用（10㎡）　　2,000円→1,000円

（平成23年４月１日から施行）

フリーパス券（入浴のみ）新設

提出者：鹿児島市易居町２－１
　　　　�薬害Ｃ型肝炎問題に取り組む鹿児島

県民の会
　　　　代表　松元　　徹
　　　　南九州市頴娃町牧之内7593番地
　　　　末吉三義
意見書の提出
①�肝炎対策基本法をもとに、患者救済に必要
な法整備、予算化を進め、全患者の救済策
を実行すること。
②�医原病であるウイルス性肝炎の発症者に一
時金もしくは健康管理手当など支給する法
制度を確立することなど。
提出先：内閣総理大臣ほか関係機関

採
択

●350万人のウイルス性肝炎患者の
　救済に関する意見書採択の陳情

提出者：南九州市知覧町郡4740－９
　　　　山下ひとみ
※�この陳情書は、本市に対する陳情であるが、委員会
の審査の中で国においても取り組むべきとの意見が
出たため提出しようとするものである。
意見書の提出
①�ヒブワクチン及び小児用肺炎球菌ワクチン
の接種に対する公費助成を実施すること。
②�ワクチン接種の有効性について啓発を推進
し、ワクチン接種の普及促進を図ることなど。
提出先：衆議院議長ほか関係機関

採
択

●肺炎球菌・ヒブワクチンの予防
　接種に対する助成に関する陳情書

○
国
に
お
い
て
、
国
民
の
安

心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
実
現

す
る
た
め
、
防
災
・
生
活
関

連
予
算
の
拡
充
と
国
土
交
通

省
の
出
先
機
関
の
存
続
を
求

め
る
意
見
書

○
議
長
へ
の
臨
時
会
招
集
権

の
付
与
を
求
め
る
意
見
書

　

議
員
の
発
議
に
よ
っ
て
、

各
々
の
意
見
書
を
内
閣
総
理

大
臣
ほ
か
関
係
機
関
に
提
出

し
ま
し
た
。

◆
人
権
擁
護
委
員
◆

　
　

江
平　
　

定　

氏
知
覧
町
郡

　

※
同
委
員
は
、
市
町
村
が
議
会

の
意
見
を
求
め
、
法
務
大
臣
に
推

薦
す
る
も
の
で
す
。

　

任
期
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し

た
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

人
事
案
件
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平
成
21
年
度
一
般
会
計
と

７
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業

会
計
決
算
認
定
が
９
月
定
例

会
に
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
一
般
会
計
決

算
特
別
委
員
会
と
特
別
会
計

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し

歳
入
歳
出
決
算
説
明
書
や
監

査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
書

な
ど
を
参
考
に
執
行
部
の
出

席
を
求
め
審
査
し
、
い
ず
れ

の
決
算
も
認
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
の

歳
入
総
額
は
２
２
７
億
１
６ 

２
５
万
円
、
歳
出
総
額
は
２ 

１
９
億
２
４
０
６
万
円
で
、

不
納
欠
損
額
２
３
８
７
万

円
、
収
入
未
済
額
８
億
５
３ 

０
９
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

収
入
未
済
額
の
主
な
も

の
は
、
国
・
県
補
助
金
の

繰
越
明
許
に
係
る
も
の
が

６
億
６
５
７
３
万
円
、
市

税
、
保
育
所
負
担
金
、
住
宅

使
用
料
及
び
給
食
費
負
担

金
な
ど
に
係
る
滞
納
額
が

１
億
８
７
３
６
万
円
で
あ

り
、
税
な
ど
負
担
の
公
平
性

か
ら
厳
正
な
対
応
を
と
る
よ

う
要
望
す
る
。

　

財
政
運
営
に
当
た
っ
て

は
、行
政
評
価
（
投
資
効
果
、

コ
ス
ト
意
識
な
ど
）
を
念
頭

に
置
き
、
計
画
的
・
効
率
的

な
執
行
を
図
り
、
財
政
の
健

全
化
に
取
り
組
む
こ
と
を
要

望
す
る
。 行

政
評
価
を
念
頭
に
　
　
　

　
　
　
　
　
財
政
健
全
化
を

一般会計決算の概要

区　　　分 ２１年度 20年度 差額

歳　
　

入

市 税 ３３億５,９７６万円 ３４億８,６7４万円 △1億２,６９８万円
地 方 交 付 税 ８８億１,０１７万円 ８７億５,２２２万円 ５,７９５万円
国 県 支 出 金 ５１億８,７８９万円 ３７億７,１５０万円 １４億１,６３９万円
市 の 借 入 金 ２０億１,３１４万円 １８億７,１６７万円 1億４,１４７万円
そ の 他 ３３億４,５２９万円 ３３億６,４２０万円 △１,８９１万円
合 計 ２２７億１,６２５万円 ２１２億４,６３３万円 １４億６,９９２万円

歳　
　

出

総 務 費 ３０億６,０７４万円 ２１億５,１６１万円 ９億　　９１３万円
民 生 費 ５６億３,７１２万円 ５３億６,３５０万円 ２億７,３６２万円
衛 生 費 １５億５,２５０万円 １５億７,０９１万円 △１,８４１万円
農 林 水 産 業 費 １９億４,２０２万円 １９億１,８３５万円 ２,３６７万円
土 木 費 ２３億９,６２７万円 １９億９,５５２万円 ４億　　　７５万円
教 育 費 ２４億　　８１６万円 ２５億３,６０９万円 △1億２,７９３万円
公 債 費 ２９億８,４５３万円 ２９億５,６１６万円 ２,８３７万円
そ の 他 １９億４,２７２万円 １９億９,８５７万円 △５,５８５万円
合 計 ２１９億２,４０６万円 ２０４億９,０７１万円 １４億３,３３５万円

借金（市債）と貯金（基金）の推移

区分
平成21年度 平成20年度 平成19年度

総　　額 一人当たり 総　　額 一人当たり 総　　額 一人当たり

借金 ２１５億７,４１２万円 ５３万円 ２２１億８,６９５万円 ５４万円 ２２８億８,２７７万円 ５５万円

貯金 ６６億９,４１９万円 １６万円 ６４億１,７４８万円 １５万円 ５６億１,３３７万円 １３万円

一般会  計

219 億2,406万円

14億円増の大型決算14億円増の大型決算14億円増の大型決算
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～
審
査
の
中
で
～

国
民
健
康
保
険
事
業

　

保
険
税
の
収
入
未
済
額
は

１
億
９
０
６
７
万
円
で
、
不

納
欠
損
額
は
５
２
６
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
税
負
担
の
公

平
性
の
観
点
か
ら
も
、
収
納

対
策
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
安
易
に
不
納
欠
損
と
す

る
こ
と
な
く
、
時
効
中
断
措

置
を
図
り
な
が
ら
、
徴
収
率

向
上
に
格
段
の
努
力
を
要
望

す
る
。

　

特
定
健
診
の
受
診
率
は
、

44
・
１
％
と
県
内
で
も
高
い

受
診
率
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
も
さ
ら
な
る
向
上
に
努
め

る
よ
う
要
望
す
る
。

介
護
保
険
事
業

　

居
宅
介
護
住
宅
改
修
事
業

な
ど
の
助
成
制
度
の
周
知
を

徹
底
し
、
認
定
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
は
万
全
を
期
す

る
こ
と
。

　

ま
た
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
な
ど
へ
の
配
食
サ
ー

ビ
ス
に
お
い
て
、
対
象
者
の

基
準
が
厳
し
く
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
基
準
の
見
直
し

を
検
討
し
、
な
る
べ
く
多
く

の
人
が
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

簡
易
水
道
事
業

　

石
綿
管
に
つ
い
て
は
、
川

辺
簡
水
１
５
４
０
ｍ
、
頴
娃

地
域
の
中
央
、
青
戸
簡
水
が

２
６
４
５
ｍ
残
っ
て
い
る
。

　

水
の
安
定
供
給
の
た
め
、

石
綿
管
更
新
に
つ
い
て
は
、

早
急
に
対
処
す
る
よ
う
要
望

す
る
。

　

水
道
料
金
の
統
一
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
意
向
も
反
映

し
な
が
ら
、
十
分
検
討
し
、

慎
重
に
進
め
る
よ
う
要
望
す

る
。

水
道
事
業

　

水
道
事
業
は
、
安
心
な
水

の
安
定
供
給
が
基
本
で
あ

り
、
水
質
に
つ
い
て
は
検
査

結
果
を
十
分
検
証
し
、
特
に

硝
酸
態
窒
素
数
値
の
高
い
箇

所
に
つ
い
て
は
、
適
切
に
対

処
し
て
い
く
よ
う
要
望
す

る
。

特別会計・企業会計

113億4,306万円

特別会計・企業会計決算額

区　　分 歳入決算額 歳出決算額 差引

国民健康保険事業 ６１億９,１３７万円 ６０億９,９４４万円 ９,１９３万円

老 人 保 健 事 業 ３,３８０万円 ２,９３９万円 ４４１万円

後期高齢者医療 ４億９,２４８万円 ４億９,０５１万円 １９７万円

介 護 保 険 事 業 ４０億５,４２４万円 ３９億７,５４０万円 ７,８８４万円

簡 易 水 道 事 業 ４億９,１５８万円 ４億７,２６１万円 １,８９７万円

農業集落排水事業 ６,９６２万円 ６,７３０万円 ２３２万円

公共下水道事業 ２億１,８０９万円 ２億８４１万円 ９６８万円

合 計 １１５億５,１１８万円 １１３億４,３０６万円 ２億８１２万円

水 道 事 業

収 益 的 ３億３,９８９万円 ２億８,３９０万円 ─

資 本 的 1億３,３２９万円 ２億８,３１１万円 ─

一般会  計

219 億2,406万円

21年度
決算認定

国の
経済対策補助で
国の
経済対策補助で

特定健診・特定保健指導を受けましょう
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蔵
元　

民
間
の
調
査
機
関
が

公
表
し
て
い
る
財※

政
赤
字
カ

ウ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
国
民

一
人
当
た
り
６
５
６
万
円
の

借
金
が
あ
る
計
算
に
な
る
。

　

本
市
で
も
行
政
改
革
大
綱

に
基
づ
き
平
成
20
年
12
月
に

集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し

行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

南九州議会だより　第12号　一般質問

深
町　

平
成
23
年
５
月
31
日

ま
で
に
既
存
住
宅
に
対
す
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

総
務
省
消
防
庁
で
は
、
本
年

６
月
時
点
で
鹿
児
島
県
は

53
・
７
％
と
報
道
し
て
い
る

が
、
本
市
の
普
及
率
は
い
く

い
る
が
、
進
捗
状
況
は
ど
う

か
。

市
長　

集
中
改
革
プ
ラ
ン
は

66
項
目
に
つ
い
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
が
、
15
項
目

が
計
画
ど
お
り
進
ん
で
い
な

い
。

　

公
共
的
団
体
の
整
理
・
統

廃
合
に
つ
い
て
は
、
関
係
団

体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
に

相
違
が
あ
り
、
進
ん
で
い
な

い
。
市
立
保
育
所
民
間
移
管

は
、
民
間
委
員
で
構
成
す
る

審
議
会
を
開
催
し
、
具
体
的

計
画
を
進
め
る
。
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
活
用

は
、
再
度
制
度
の
周
知
を
図

る
。
土
地
開
発
公
社
の
経
営

健
全
化
に
つ
い
て
は
、
住
宅

団
地
の
販
売
促
進
を
図
り
な

が
ら
、
公
社
の
あ
り
方
に
つ

い
て
の
検
討
も
必
要
と
考
え

る
。

　

今
後
も
改
革
が
進
ま
な

か
っ
た
も
の
は
原
因
を
検
証

し
、
次
の
行
動
計
画
策
定
に

参
考
と
し
て
い
く
考
え
で
あ

る
。

※
財
政
赤
字
カ
ウ
ン
タ
ー

　

日
本
政
府
の
抱
え
る
国
と

地
方
の
借
金
、
長
期
債
務
残

高
（
概
算
値
）
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
表
示
し
て
い
る
も

の
。

土地開発公社が分譲中の南野元住宅団地（川辺）

６人が
登壇
６人が
登壇
６人が
登壇

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の

進
捗
状
況
は

市
長
／�

15
項
目
が
計
画
ど
お
り
進
ん

で
い
な
い

行政改革

深町　幸子  議員 蔵元　慎一  議員

設
置
普
及
率
は

市
長
／�
頴
娃
43
・
９
％
、
川
辺
、
知

覧
33
・
３
％

住宅用火災警報器
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竹
迫
　
火
葬
場
ご
と
の
市
民

の
使
用
状
況
及
び
火
葬
場
の

今
後
の
あ
り
方
を
示
せ
。

市
長　

平
成
21
年
度
は
、
頴

娃
浄
楽
苑
２
６
４
件
、
枕
崎

共
同
斎
場
１
７
９
件
、
川
辺

火
葬
場
２
６
４
件
で
あ
る
が
、

今
後
は
、
頴
娃
・
知
覧
は
現

行
の
ま
ま
で
、
川
辺
は
延
命

化
を
図
り
な
が
ら
存
続
問
題

も
含
め
、
平
成
23
年
度
に
火

葬
場
の
あ
り
方
の
調
査
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
市
民
の

考
え
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

竹
迫　

あ
っ
ち
に
も
こ
っ
ち

に
も
、
あ
れ
も
こ
れ
も
の
時

代
は
終
わ
っ
た
。
広
域
で
考

え
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う

か
。

市
長　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り

で
あ
る
。

竹
迫　

川
辺
火
葬
場
の
土
地

は
借
地
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
内
容
に
つ
い
て
説
明
い
た

だ
き
た
い
。

市
民
福
祉
部
長　

平
山
区
か

ら
年
間
65
万
円
で
借
り
て
お

り
、
廃
止
し
た
ら
、
更
地
に

し
て
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。

竹
迫　

平
山
区
は
、
65
万
円

な
く
な
る
の
と
、
土
地
が

返
っ
て
く
る
の
と
、
ど
ち
ら

を
喜
ぶ
の
か
。

市
民
福
祉
部
長　

そ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
協
議
し
て
い
な

い
の
で
わ
か
ら
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ
ス
デ

に
対
す
る
定
額
補
助

ら
か
。
ま
た
、
悪
質
な
訪
問

販
売
対
策
を
問
う
。

市
長　

21
年
11
月
現
在
、
頴

娃
地
域
は
43
・
９
％
、
川
辺
、

知
覧
地
域
は
33
・
３
％
で
あ

る
。
チ
ラ
シ
配
布
や
広
報
紙

を
利
用
し
啓
発
し
て
い
る
。

消
防
団
の
皆
さ
ん
に
協
力
を

い
た
だ
き
、
早
く
全
家
庭
に

設
置
で
き
る
よ
う
努
力
し
た

い
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果

に
対
す
る
対
策
は

教
育
長
／�

的
確
な
分
析
に
よ

り
対
応
を
図
る

深
町　

２
０
１
０
年
度
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結

果
、
県
教
委
は
数
学
が
全
国

平
均
を
下
回
っ
た
と
公
表
し

た
。
本
市
の
状
況
と
今
後
の

対
策
を
問
う
。

教
育
長　

小
学
校
は
、
国
語

Ａ
、
算
数
Ａ
は
国
・
県
と
同

程
度
で
す
が
、
国
語
Ｂ
は

国
・
県
、
算
数
Ｂ
は
国
よ
り

下
回
っ
て
い
る
。中
学
校
は
、

国
語
・
数
学
の
Ａ
・
Ｂ
と
も

に
県
平
均
以
上
か
同
程
度
で

す
が
、
数
学
Ａ
・
Ｂ
は
国
の

平
均
よ
り
下
回
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
対
策
と
し
て
、
調

査
結
果
の
的
確
な
分
析
、
授

業
力
の
育
成
、
家
庭
学
習
の

習
慣
化
な
ど
充
実
を
図
る
考

え
で
あ
る
。

火
葬
場

今後のあり方は

市長／調査検討委員会を設置する

存続が検討される川辺火葬場

火災報知器設置のパンフレット竹迫　　毅  議員
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塗木　弘幸  議員

塗
木　

鹿
児
島
県
は
、
日
本

一
独
居
老
人
が
多
い
。
家
族

に
よ
る
介
護
力
は
大
幅
に
低

下
し
て
い
る
中
、
要
介
護
者

の
７
割
強
が
自
宅
介
護
で
あ

り
、
家
族
の
心
身
の
負
担
は

深
刻
な
も
の
が
あ
る
。
本
市

に
は
介
護
施
設
へ
の
入
居
待

機
者
が
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
７
５
６
人
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
１
３
６
人
、
養
護

老
人
ホ
ー
ム
40
人
い
る
。
介

護
施
設
の
整
備
拡
大
を
進
め

る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

第
５
期
介
護
保
険
事

業
計
画
を
策
定
し
、
必
要
に

応
じ
て
施
設
の
整
備
を
図

る
。

大薗　秀己  議員

大
薗　

本
市
の
消
防
団
を
一

市
一
団
長
制
に
向
け
て
再
編

す
る
と
い
う
が
、
過
去
の
災

害
や
火
災
出
動
に
お
い
て

は
、
各
地
域
に
適
合
し
た
現

消
防
団
方
式
で
い
い
と
思

う
。
な
ぜ
再
編
す
る
の
か
、

そ
の
意
義
を
示
せ
。

市
長　

消
防
団
再
編
は
、
３

町
合
併
協
議
の
中
で
一
市
一

児
童
福
祉
施
設
の
方
向
性

を
示
せ

市
長
／�
保
育
所
は
民
営
化
、

児
童
館
は
存
続

塗
木　

市
立
保
育
所
の
民
間

移
管
に
つ
い
て
は
、
検
討
委

員
会
の
報
告
に
よ
る
と
、
事

業
計
画
と
方
向
性
が
未
決
定

団
長
制
と
す
る
こ
と
を
承
認

し
て
い
る
。

大
薗　

具
体
的
な
再
編
内
容

を
見
る
と
、
頴
娃
地
域
は
分

団
再
編
、
川
辺
地
域
は
機
材

を
縮
少
す
る
案
に
な
っ
て
い

る
が
、
予
算
的
な
試
案
は
あ

る
の
か
。
ま
た
、
地
域
の
理

解
は
得
ら
れ
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

財
政
的
な
試
算

は
な
い
。
消
防
団
正
副
団
長

会
議
に
お
い
て
統
一
に
向
け

て
結
論
が
出
て
い
る
。
し
か

し
、
消
防
後
援
会
と
の
調
整

と
な
っ
て
い
る
が
期
限
を
示

せ
。

市
長　

古
殿
保
育
所
が
25
年

度
、
星
の
子
保
育
所
が
26
年

度
、
か
つ
め
保
育
所
が
28
年

度
を
目
標
に
進
め
る
。

塗
木　

直
営
で
管
理
し
て
い

る
２
カ
所
の
児
童
館
は
児
童

数
も
少
な
い
が
、
統
合
に
つ

い
て
は
、
行
政
改
革
推
進
会

議
で
検
討
さ
れ
た
か
。

福
祉
課
長　

行
政
改
革
の
中

で
、
児
童
館
に
つ
い
て
は
、

そ
の
ま
ま
存
続
と
な
っ
て
い

る
の
で
議
論
は
し
て
い
な

い
。

協
議
も
あ
り
、
合
意
に
至
っ

て
い
な
い
。

大
薗　

今
回
の
再
編
計
画
の

一
市
一
団
長
制
に
は
同
意
す

る
が
、
川
辺
の
機
材
を
縮
少

す
る
よ
う
な
計
画
に
は
反
対

だ
。

総
務
課
長　

各
方
面
団
で
、

み
ず
か
ら
調
整
し
て
具
体
的

な
案
が
出
て
か
ら
検
討
し
て

い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
新
給
食
セ
ン
タ
ー
の
食
材

納
入

施
設
の
整
備
拡
大
は

市
長
／
必
要
に
応
じ
て
整
備

介　護

消
防
団

再編する意義を示せ

市長／�一市一団長制という本来の
団をめざす

松ヶ浦港で消火訓練をする市民

南九州議会だより　第12号　一般質問

新設された民間の介護施設
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菊永　忠行  議員

菊
永　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

は
、
体
育
大
会
・
ふ
れ
あ
い

球
技
大
会
・
駅
伝
大
会
が
あ

る
。
今
年
度
の
ふ
れ
あ
い
球

技
大
会
は
、
一
つ
の
会
場
で

実
施
さ
れ
て
良
か
っ
た
と
い

う
声
が
あ
る
が
、
将
来
的
に

一
つ
の
会
場
で
実
施
す
る
考

え
は
な
い
か
。

教
育
長　

市
民
の
健
康
増
進

と
融
和
を
図
り
な
が
ら
一
体

感
・
連
帯
感
を
醸
成
し
て
豊

か
で
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

を
図
る
も
の
で
、
市
民
の
意

見
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
多

く
の
方
々
が
参
加
で
き
る
親

し
ま
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

め
ざ
し
、
軌
道
に
乗
る
ま
で

は
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
や
っ

て
い
き
た
い
。

公
民
館
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
を

市
長
／�

条
例
公
民
館
に
は

設
置
を
検
討

菊
永　

市
内
の
公
共
施
設
73

カ
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ

て
い
る
が
、
各
地
域
の
校
区

公
民
館
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
す

る
考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、

自
治
公
民
館
へ
設
置
補
助
す

る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

市
内
に
20
の
条
例

公
民
館
が
あ
り
、地
域
住
民

の
学
習
・
交
流
の
拠
点
施
設

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、市
民
の
安
全
確
保

を
推
進
す
る
た
め
設
置
の

方
向
で
検
討
す
る
。ま
た
、

２
６
８
カ
所
の
自
治
会
に
つ
い

て
は
、設
置
し
た
場
合
、管
理

の
問
題
や
費
用
な
ど
か
か
る

こ
と
か
ら
、設
置
補
助
制
度

に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

南九州議会だより　第12号　一般質問・追跡

ス
ポ
ー
ツ
大
会

会場を統一する
考えは

教育長／市民の声を活かす

ひとつの地域で開催されたふれあい球技大会

カンボジアの村に小学校を寄贈し、テープカット
する川辺の前原さん　　　　　　　　　　　　　

　
　
　

国際交流を民間に
移管する考えは

　
市長

民間移管の方向で検討したい

　昨年から国際交流組織化検討会が７
回開催され、本年６月に南九州市国際
交流協会が設立されました。

目的：本市の国際交流・協力を推進し、諸外国との
相互理解と友好親善を深めるとともに、国際性豊か
な人材の育成と多文化共生の地域づくりを行う。

質　問
大薗　秀己  議員
平成20年12月議会
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頴
娃
町
　
上
別
府

下
野
　
恵
子

市
議
会
に
望
む
こ
と

　

南
九
州
市
と
し
て
３
町
合

併
し
て
早
３
年
近
く
に
な
り

ま
す
。
合
併
し
て
、
色
々
な

こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

  

私
の
家
は
自
動
車
整
備
工

場
を
営
ん
で
い
ま
す
が
、
お

茶
の
価
格
低
迷
や
大
型
店
進

出
の
影
響
で
仕
事
が
減
少
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
現
在
、
商

工
女
性
部
活
動
の
中
で
、
小

さ
な
お
店
を
元
気
に
す
る
勉

強
会
や
催
物
を
や
っ
て
い
ま

す
が
、
市
議
会
も
女
性
部
と

の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。

  

私
の
家
の
前
は
県
道
石
垣

喜
入
線
で
す
が
、
平
成
11
年

に
拡
張
工
事
の
測
量
が
あ

り
、
地
区
公
民
館
で
説
明
が

　
　
　
川
辺
町
　
清
水

市
來
　
淸
次

若
者
を
見
れ
る
ま
ち

　

合
併
後
の
市
は
、
旧
３
町

の
良
さ
を
生
か
し
な
が
ら
融

和
を
目
ざ
し
、
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
ま

す
。

  

市
民
の
意
見
・
要
望
を
実

現
す
べ
く
奮
闘
さ
れ
る
議
員

や
行
政
の
方
々
、
ご
苦
労
様

で
す
。「
議
会
だ
よ
り
」
の

一
般
質
問
欄
は
身
近
な
問
題

で
興
味
深
く
見
て
い
ま
す
。

  

と
こ
ろ
で
、
新
市
の
理
念

は
「
自
然
豊
か
で
創
造
と
活

力
に
満
ち
、
く
ら
し
と
い
の

ち
が
輝
く
“
こ
こ
ろ
”
や
す

ら
ぐ
ま
ち
」と
聞
き
ま
し
た
。

  

議
会
に
要
望
で
す
。

「
地
域
に
若
者
の
集
う
場
所
・

安
ら
ぐ
場
」
の
設
置
を
し
て

欲
し
い
の
で
す
。

　

今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
少

年
団
に
、
練
習
事
に
、
塾
に

と
大
忙
し
。
外
で
見
か
け
る

子
ど
も
は
皆
無
に
近
い
で

す
。

  

市
内
３
高
校
の
近
く
（
市

あ
り
ま
し
た
が
、
10
年
経
っ

て
も
未
だ
施
工
の
見
通
し
は

立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
道
幅
が

狭
く
、
大
型
車
と
の
離
合
の

時
は
必
ず
途
中
で
止
ま
っ
て

待
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
が
私

の
店
の
前
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
折
尾
入
口
の
交

差
点
は
も
っ
と
危
な
い
で

す
。
子
ど
も
た
ち
の
朝
の
通

学
時
に
は
、
喜
入
か
ら
猛
ス

ピ
ー
ド
で
車
が
左
折
し
ま

す
。
そ
の
横
断
歩
道
を
子
ど

も
た
ち
が
渡
ら
ね
ば
な
ら

ず
、
私
た
ち
地
域
住
民
は
子

ど
も
た
ち
が
事
故
に
遭
わ
な

い
だ
ろ
う
か
と
心
配
し
て
い

ま
す
。
信
号
機
の
設
置
を
願

い
ま
す
。

  

こ
の
よ
う
に
南
九
州
市
民

と
し
て
、
市
議
会
に
望
む
こ

と
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
現

状
を
把
握
し
て
い
た
だ
き
、

少
し
ず
つ
改
善
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

街
地
）
や
各
地
区
・
校
区
公

民
館
の
近
く
で
、
地
域
民
の

目
の
届
く
所
に
集
え
る
場
を

作
っ
て
み
た
ら
と
い
う
こ
と

で
す
。
舗
装
を
し
、
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
や
ス
リ
ー
オ
ン
ス

リ
ー
、
足
踏
み
ス
ケ
ー
ト
な

ど
が
で
き
る
場
を
作
る
。
遊

具
施
設
歓
迎
。
ま
た
、
近

く
（
公
民
館
内
な
ど
）
で
パ

ソ
コ
ン
や
情
報
の
交
換
を
行

え
る
場
を
作
る
。
主
に
リ
ー

ダ
ー
と
な
り
得
る
中
高
生
が

集
う
所
が
一
番
で
、
小
さ
い

子
ど
も
が
つ
い
て
来
れ
ば
な

お
い
い
。

  

郷
中
教
育
の
類
似
版
を
想

定
し
な
が
ら
、
繋
げ
る
“
こ

こ
ろ
”
の
大
事
さ
を
願
う
一

人
で
す
。

市　

民　

の　

声

　

今
年
の
夏
は
暑
か
っ
た
が

昨
年
も
、
そ
の
前
の
年
も
暑

か
っ
た
。
実
り
の
秋
に
な
り

我
が
家
の
田
ん
ぼ
は
お
米
も

大
豆
も
、
よ
か
ふ
う
だ
。
あ

り
が
た
い
こ
と
に
、
こ
こ

２
・
３
年
台
風
が
近
よ
っ
て

い
な
い
。
猛
暑
と
関
係
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。

　

天
災
は
忘
れ
た
頃
に

　
　
　
　
　

や
っ
て
来
る

　

こ
れ
ま
で
何
度
も
痛
い
目

に
遭
い
、
泣
か
さ
れ
た
台
風

は
来
て
ほ
し
く
な
い
。

　

と
て
つ
も
な
い
大
型
台
風

が
日
本
列
島
を
襲
う
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
る
と
い
う
。

“
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
”

　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
薗
）

▼
広
報
編
集
委
員
会

　

委
員
長　

峯
苫　

勝
範

　

副
委
員
長　

山
下
つ
き
み

　

委　
　

員　

満
留　

秀
昭

　
　
　
　
　
　

大
薗　

秀
己

　
　
　
　
　
　

加
治
佐
民
生

　
　
　
　
　
　

菊
永　

忠
行

編

後
集

記

次の議会は11月30日開会予定
手続き簡単！！ 本館2階で住所・

氏名などを書くだけ




